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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公開番号】特開2010-158559(P2010-158559A)
【公開日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2010-95968(P2010-95968)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月25日(2011.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定入賞部への遊技媒体の入賞にもとづいて特別遊技を行い、特別遊技の結果が所定の
態様になったときに遊技者にとって有利となる特定遊技状態に移行可能な遊技機であって
、
　遊技進行を制御するマイクロプロセッサは、
　初期設定処理としてＲＡＭクリアとマイクロプロセッサ内蔵のタイマの初期設定とを実
行した後、所定の範囲内で数値を更新する数値更新処理を実行する所定の処理を繰り返し
実行し、当該処理の実行中に前記タイマのカウントにもとづく所定時間毎に発生する内部
タイマ割込が発生したことにもとづいて当該処理を中断して割込処理を実行し、当該割込
処理が終了した後は、前記内部タイマ割込の発生により中断された時点で実行していた処
理に復帰し、
　前記数値更新処理で、リーチ種類を決定するための数値を更新する処理を実行し、前記
割込処理で、前記特定遊技状態に移行させるか否かを決定するための特定遊技判定用数値
を更新する処理を実行するとともに、前記特定入賞部への入賞が生じたか否かを判定する
処理を実行し該入賞が生じたと判定したときに前記特定遊技判定用数値を抽出する処理を
実行する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明による遊技機は、特定入賞部への遊技媒体の入賞にもとづいて特別遊技を行い、
特別遊技の結果が所定の態様になったときに遊技者にとって有利となる特定遊技状態に移
行可能な遊技機であって、遊技進行を制御するマイクロプロセッサは、初期設定処理とし
てＲＡＭクリアとマイクロプロセッサ内蔵のタイマの初期設定とを実行した後、所定の範
囲内で数値を更新する数値更新処理を実行する所定の処理を繰り返し実行し、当該処理の
実行中にタイマのカウントにもとづく所定時間毎に発生する内部タイマ割込が発生したこ
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とにもとづいて当該処理を中断して割込処理を実行し、当該割込処理が終了した後は、内
部タイマ割込の発生により中断された時点で実行していた処理に復帰し、数値更新処理で
、リーチ種類を決定するための数値を更新する処理を実行し、割込処理で、特定遊技状態
に移行させるか否かを決定するための特定遊技判定用数値を更新する処理を実行するとと
もに、特定入賞部への入賞が生じたか否かを判定する処理を実行し該入賞が生じたと判定
したときに特定遊技判定用数値を抽出する処理を実行するように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明によれば、遊技機を、遊技進行を制御するマイクロプロセッサが、初期設定処理
としてＲＡＭクリアとマイクロプロセッサ内蔵のタイマの初期設定とを実行した後、所定
の範囲内で数値を更新する数値更新処理を実行する所定の処理を繰り返し実行し、当該処
理の実行中にタイマのカウントにもとづく所定時間毎に発生する内部タイマ割込が発生し
たことにもとづいて当該処理を中断して割込処理を実行し、当該割込処理が終了した後は
、内部タイマ割込の発生により中断された時点で実行していた処理に復帰し、数値更新処
理で、リーチ種類を決定するための数値を更新する処理を実行し、割込処理で、特定遊技
状態に移行させるか否かを決定するための特定遊技判定用数値を更新する処理を実行する
とともに、特定入賞部への入賞が生じたか否かを判定する処理を実行し該入賞が生じたと
判定したときに特定遊技判定用数値を抽出する処理を実行するように構成したので、乱数
を抽出する等のために用いられる数値の連続性がとぎれたりすることはなく、また、数値
更新処理にかけられる時間が多くなって、乱数を抽出する等のための用いられる数値のラ
ンダム性をより向上させることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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